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1歳児の口腔内状態および歯科相談の内容に関する調査
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要旨 来病院小児前科でm科健診を受けた l歳児 1，529人を対象として，健診結果と健診時の保護者の相談
内容について集計した。その結果，以下の鈷!:oを得た。
].，節目i的数は l餓oか月では7.'本.，成6かJIでは 13.8本であった。
2.蹴蝕に癒，'.llしていた小児の創合は 3.6%であった。また.，歳。か月-，歳5か月までの 3.2%，1歳6
か月-，歳 11か月までの 10.7%の小児が陥蝕に擢思していた。
3 錨蝕に椴思した小J~のうち， 85.59もが卒乳していなかった。また.61.8%に杭寝前または夜間の母乳の
鋲取 29.1%に椛乳仮による車問前または夜間の飲料の鋲取の習慣があった。
4. I J凌児を持つ保t筆者への「何か気がかりなことはありますかJという質問に対し。依も多かった回答は
rmみがきを様がるjであり 以下順に「由ならぴJ.rmみがきの方法Jであった。
5. m科健診を受けた 1践の小児のうち の0%が健診を契機に引き続き同病院小児歯科を定期的に畳診す
るようになった。そのうち，健診をした時点で防蝕に寵，IJ.'，していたのは 4.4%であったeまた，定期的に
受診するようになった小J巴の保護者のうち， 44.4%が凶科健診時に「特に気になることはないJという回
答をしていた。このことから，断蝕治彼などの特別な動援がなくても， ，歳時の術研健診を契機に定期的

に小児的"を受診するようtこなる小児が多〈存在することが判明した。

Kcy ，nmls: 1歳児。歯科健診，陥蝕，塁手.i1，歯科制緩

緒言

小児由科医が社会活動や実盟調査に関与することは，

小児の口腔の世ut状態の現状を把握できるだけでなく，

小児の口腔保世に対する保護者の立誌やニ ズを探るこ

とができるため，ヨl 常に宜義~ぃ・一九また，口腔71成

のための情報や小児由科の専門性およびE要性を社会に
提示するE覧会にもなりうる"。さらに，このような社会
科学的な悶査研究l丸成果を社会に示すことで社会構造

や制度の改革をもたらす可能性を泌めていると思われ

る。

また，近年小児曲科嗣i.では，極力早期から小児歯科
医が小児に関わる必要性が指摘されているB~特に，
乳幼児期は，各個人町生活習慣が口腔の世班状態に与え
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る器曹が非常に大きいB 剛にも同わらず，育児において

困難さを伴う時期である".1九 Lたがって，小児歯科医

には，小児の!t活環境や保謹者の置かれている状iRを良
〈理解した上で，対応することが求められている。

小児曲科は定期世監を土台として。小児，楳謹者，そ

して小児曲科医の相互の協力のもとで，成長尭遣に合っ

た口腔の健tIiづくりを行うことを特色としている。しか
し，現状では，そのような医療環境下にある小児は未だ

一部に過吉ない。このため，我々小児tIl科医は小児曲税

の専門性を広〈国民に認知Lてもらうよう尽力する必要

がある。また，我々が何らかの機会を世けることで，小

児曲税医による健闘づくりを希望し実践する小児やその

保護者を増加させることも可能であると推察される。

小把の口腔育成のサポートと小児曲科の場門性の普及

を目的として。著者らは. 1996年より岡山県倉f(i!iの

某病院小児商科にて， ，斑児を対象とした曲科健詰およ

ひ，~読者への指導を行ってきた。今回， 11 年間にわた

る世話結果と健昔時に楳護者から相註された内容仁つい

て集計L，，産児のロ睦内状盟の現状と保護者の相続内

容の実盟について検討を行った。
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対象者および研究方法

1 対車者

対象者は. 1996年から 2田6年の問.岡山県倉敷市町

某荊院小児曲科にて，明確な主耳や目的を持たず I.ir'f世

酷の一環と Lて曲科世話を受けた 1，529名(男子 810

名，女子719名)の i提児(1践oか月-¥)J長IIか月)
である。

2.歯科位置会および保施者への指渇

会ての吋卑者について，当科小児歯科医師により曲科

健診およひ'保箆者への指唱を行った。ilI科陸貯は，適切

な照明下でミラー，探針，ピンセット，デンタルフロス

を用いて行った。世話後は全ての埠聾者に対l.世話の
結果を缶えるとともに，質問や相続への対応および口腔

育成に閲するアドバイスを個別に行った。

3 調査項目

1 )乳由の萌11¥由監

的科世睦の結果から，乳#iの萌11¥樹監を月齢別に拝出

した。ぎLj留の萌出は，的冠の一部でも萌l1lが認められれ

ば「萌出Lているjと判定した。

2)踊蝕橿忠状iR
問診と憧鯵給処から以下の6明日について検討したo

，)踊蝕催思者の割合

b)萌山由監と邸蝕畢患者数との1副首・

c) tn種別隔蝕椎患者散
d)嗣蝕円移庇

，)母乳摂取，向日乳瓢世用と描蝕発生との間保

なお。本研究では.描蝕の初期症状を疑わせるco
も 「餓蝕あ句jとして集計を行った。

3 )保聾者の相酷内谷

曲科世話を行った際，曲科医師が保護者に「お子さん

のおロの中のことで何か買になることはありますかJと
いう質問をした。それに対する回答を記録したものを集

計し，検討した。

4 )歯科陸監を契揮に定刻憧監に移行した小児について

歯科健酵を契慢に定期的に小児歯糾を受話するように

なった小児およびその保謹者について，以下の項目に関

する調査を行った。

，)健睦後定期健診に移行した小児の割合

b)定期健酷に移行した小児のうち，間蝕に極思して

いた者の割合

，)世昏時に気がかりなことがあったかどうか

5 )統計処理について

本研究の男女差および曲の本敢については Smdent's

t-tesl，割合についてはf検定により検討を行った。

結 果

1.写L由回萌出由畳

'IlIに乳由の萌111m註を示す。坑計学的に到女差が包

められなかったため，男女を合わせて集計Lた。

萌山由誼は 1控0かHでは 7.5本. 1員6か月では

13.8本であった。月前別に萌山由監をみると，同ぇlil

歳。か月の小児のでは，最大で 16本， 最小で 1本と

いったように個人差が認められた。

z 鼠蝕躍怠状況
M蝕の擢思状記については，全ての項目について統計
学的に男女差が包められなかったため，男女合わせて集

計した。なお，本研究では，師蝕橿止iの実窓を明慌に把

握するために，陪蝕の初期症状を疑わせる coも悶f.
彊也、しているとして!i!計Lた。

，)邸陸軍忠者の割合(去2)

全対象者 (1，529名)のうち，日蝕に梶田、Lていた小

児は 3.6%(55名}であった。また.1歳。か月 -5か

月までの小児の 3.2%. I躍6か月、IIか月までの小児

の10.7%に闘蝕を有するものが認められた。

b)前出曲監と隔蝕に擢忠者数左の閃官、(韮3)

制自主に檀忠していた小児のう ち，南山由散が4'ド以下

町岩の剖合は 0%.5-8本の者の割合は 43.6%.9-12 

喪 I 萌IHtU数

年齢 対象者政 .;I!昆J 惚準価差最大値 股小値

』成0か月 640 7.5 2.3 16 

tか月 3叫 8.4 2.6 16 。
2昔、月 173 9.9 3.3 16 2 

3か月 121 10.8 3.6 16 2 

4かJJ 69 11.4 3.5 16 4 

5か月 52 13.2 3.1 16 7 

6か月 33 13.8 3.2 16 5 

7か月 20 14.3 3.3 20 6 

8か月 7 12.6 38 16 8 

9.、月 8 14.8 2.1 16 11 
10合、月 9 15.0 1.9 17 12 
11昔、月 7 14.7 3.0 17 8 

喪 2 錨蝕揺思者の割合

I成。-，か月 l歳6-11かJI 合計

対象者数 1，445 84 1.529 

防蝕被患者数 46 9 " (%) 3.2 10.7 3.6 
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本の者の割合は25.5%.13本以上町者の割合は 30.9%

であった。

，)的視別耐蝕催思者世(量的

酷蝕に催思していた小児のうち.80%臥上の者がよ

顎札*切tuに.70%以上の者が上割札側切簡に嗣蝕が

認められた.一方，それ以外の由に副蝕を臨めた小児は

全体の7.3%以下だった.つまり，上顎乳切曲のみに酎

蝕がEめられた小児が大多数であった。
d)師蝕の程度(去，)

醐蝕に担思していた小児のうち.曲蝕の程度がco
の者が655%とEも多(.次いで CIまでの者が21.8

%， C2までの者が 12.7%であった。また.C3以上の

酷r<.を訂する者は存在Lなかった。
，)酎蝕橿忠者の母乳摂取，咽It瓶世Uflと醐蝕量生との

関係{丑6)

国蝕に曜思していた小把のうち，85.5%の者が卒乳L

ていなかった.また.61.8%の者に就唖前または夜間の

母乳の間取.29.1%の者に附乳瓶による就寝前または在

阿の肱科摂取の習慣があった。
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3 保障者白歯科相訟の内容

，)件註(図 1) 

『お子さんのお口町中のことで何か試になることはあ

りませんかjという質問に対L.世も多かった回答は
「由みがきを時がる」であり，以下回に「由ならぴJ.
I曲みがきの方法Jであった.
b)聖遣{虫7)

相訪内容の誼を年別に見ると.r曲みがきを絡がる」
が詰 l位だった年が舷も多かった.

d内l'R<図27)
相臨内容の内訳は.r日位由口市抱Jに関する内容
が 50.5% で最も多<.次いで rtn~) .喧合jであった.

相良内容{件'"

うえになることがあり質問した相級内容の剣合 (19帽
-2瓜泌年)

回 1
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喪 7 相続内容の蛮退

年 都 l位 第2位 第3位

1996 tIlみがきを騒がる (6)
mみが畠の方法.tsY1I. 
世:m..萌出時期.おやつ(，)

t岬7 喧合(.) !lI列 (7) 的位・南出時間 (6)

1骨8 曲みがきを峰がる (18) 血列 (13) mみがさの方法(，)
1同9 曲列 (27) 由みがきの方法 (17) 自みがきを峨がる (14)

2曲。 flllll (35) mみがきを雌がる (23) おやつれ4)

2国 1 mみがきを憎がる (31) (1/71/ (13) tDみがきの1i法，指しゃぶリ (11) 
2002 世lみがきを嫌がる (23) iIlflJ (15) 指しゃぶり (7)

2003 由みがきを嫌がる (14) 由列，岐合(，)

2004 曲みがきを峰がる(26) 曲みがきの方法(.) tIl列 (7)

200' 曲みがきを雌がる (34) 由列 (13) tIlみがきの方法，おしゃぶり (4)

きα)6 mみがきを峰がる (24) 由みがきの方法 (16) 世IfIJ(7) 

( )内相誤作放

喪 8 健診{量定期憧診にu行した小児の割合 費 9 定則健~に移行 した小児の うち . M蝕催，也事-の

男児 女児 合計

全対象者 810 719 1529 

定期健~に移行した小児 329 328 657 
(%) 40.6 45.6 4]，0 

.相思内容金体(N=752)• 

口腔習鋳

10.4% (78) 

その他

8.8%(66) 

歯列唆合 I50.5% (380) 

30.3%(228) 

占める割合

り!児

定期健診に移行した小児 329 

制蝕摺且者歎 " (%) 4.9 

-鋭敏・筒口滑婦に関する相駁(N-380)e

飲料

甑蝕の有無

断蝕予防 1.6'も(6)
1.8%(71 

食$

6%(6) 

5.3% 

フッ素

1.1% (4) 

(20) 

白みがきを
織がる

57.1%(21η 

女児 合計

328 657 

13 29 

4.0 4.4 

， b 

図2 保授者の相談内容の内訳
a 相畿内容全体の内訳 b: M蝕に関する相践についての内訳

d)醐蝕に閲する質問{図 2b) 

酷蝕に附する質問については.r由みがきを継がるj
が 57.1%，r曲みがきの方法」が20.8%であり，両者を
合わせると， 77.9% と由みがきに関することが大多量を

占めた。

4 由科値惨を担揖に定期世診に静存した小見について

曲科健駐を受けた小児のうち.43.0%が健診を契慢に

引き続き同病院ト児曲将を定朋的に丑立参するようになっ

た(韮8)。そのうち，健話時に酷蝕に橿忠していたの

は 4.4%であった{表9)。定期的に通院するようになっ
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費 10 定期健診に移行Lた小児のうち骨髄E害時に気がか
りなことがあった者の制合

男児 女児 合計

気になることがあり質問した 208 157 365 

(%) 63.2 47.9 55.6 

特に気になることはない 121 17l 292 
(%) 36.8 52.1 44.4 

た小児の保護者のうち.44.4%が由科世霊会時に曲科医師

からの「伺か荒になることはありますかJtいう質問に
対L，r荒になることはない」と回答した(表 10)。

考 察

1.事L由回萌出歯敢について

乳曲の萌出時間lについて，現在，標準値として世も広

く活fflされているのは，日本小児歯科字舎が報告したも
のであるl九それによると，1践oか月の小児で，上下
顎に乳中切由および側切由が萌出しているのは 59.95%

である。一方，本研究の 1置oか月の小児の平均萌llJ曲
散は 7.5本であった。つま りl歳。か月の小児における

乳曲の萌出状態の目安は，上下顎の乳切曲が政i出してい

ることであると雷える。

また，本研究では，同じ月齢の小担でも，乳mの萌11¥
由監の世大値と世小曲に個人差カす認められた。小児曲科

学会の報告では，上下顎全ての乳曲の萌出時期の最小年

月と品大年月の差が 11か月から 1年7か月となってい

るω。この点においても，本研究の結果は小児曲科学会

の報告と一致していると考えられる。

臥上より，本調査で対象者とした小児の乳闘の萌IU時
期については。特に匝i艇との遣いは包められないと思わ

れる。

2 菌蝕A思状現について
平成 17年度曲科症忠実態調査によると，平成 17年の

1龍児の邸蝕曜，rJ.1，者率は 3.2%であり.日蝕惟患者等が

近年減少師向にあることが報告されている川。また，そ

のー方で，位年齢児町並立の踊蝕曜忠者の存在や対応の

蜂しさを百及している報告もある'九割って本調査で

は，1斑児の日蝕桂忠者率は 3.6%であったが.t!1には
日本以上聞蝕を認めた小児 も存在した。このことか

ら 酷蝕は減少しているが魚度目蝕を右する小児も依

然と Lて存在することが耳、された。

また.本調査では.国蝕の在l主を明確に把握するため

に，coも悶蝕イfりと Lて集計Lた。その結果。 1置に
なったばかり，あるいは乳切t:iLか萌出していない時期

小児的科学稚u: 46(4) 2従溜 459 

でもすでに踊蝕に櫨思Lている小児が存在Lた。 Lか

L，醐蝕の桂IJtはcoの小児が多く，酎蝕に曜，IJ;I， L.た
簡が上司~J(副都のみであった者が多かった。つまり ， 早

期に闘蝕が発見される世会があれば，多数的にわたる嗣

蝕慢思や，処置を必聾とする師陣への進行を阻避できる

小児が多く存在することが示された。本研究では，酎蝕

をゐーする j，のの割合は 1鐙 0か月 -5か月までの小周の

3.2%， 1揖6か月 -11か月までの小児の 10.7%であっ

た。布田ら齢の報告でも，1措6か月から 2躍までの聞

に酷蝕布柑者E容が 1.6%から 8.4%に3甘えている。これ

らは酷蝕の早期発見のためには，1斑6か月健常以前に

的科を受話する必要があることを示していると考えられ

る。

母乳JR取，明乳鯨使用と酎蝕量生との関帳の調査か
ら，世来の多くの報告同雄同，夜間の授乳や附乳置の

使用による闘蝕のリスクが号された。

餓乳については，近年卒乳の時期に幅を持たせた考え

方が広まっている小lヘ伺えば，平成 14年度に行われ

た母子世山手帳の改訂により， 1盟時に離乳が完了して

いるかどうかを錐認する項目が除外され， 1控6か月の

記録欄のみに離乳が完了しているかどうかを確認する項

目が記帳されているヘまた，小児科と小児的科の保健

検討昏貝告が提示した[母乳とむし曲一現在の考え方」

においては，母乳を与えることによる貌子の結びつきが

重要視されているように見畳けられるへその他，自然

卒乳を世間するもの川や，家出 保護者の状況を踏まえ

た離乳指導を強調するものlヘ卒乳する時間lに母親の育

児不安が高まることを示すもの，"もある。つまり，現在

では，酷似予防のために一律に早めに卒乳することを迫

る指埠は，もはや一般的ではないと推察される。

母ましゃ哨乳瓶と悶蝕量生の関係について，井出ら"

は，踊蝕曜忠者率は， 母乳の栄聾の継続を確包できた最

終月齢がI注3か月以前町場合は極めて低かったが， 1 

措4か月以降になると怠世に上昇したと述べている。ま

た，野々村ら叶ま，1鹿6か月以降に鍛乱した小児iえ

それ以前に陸礼Lた小児よりも闇蝕に対するリスクの高

い者が多いと甜告している。これらの報告は，離乳の時

Jgjのl!l!:が闇蝕雁忠のリスクを高くすることを示してい

る。しかし。その ;jで，適切なリスク背理をすれば，
本乳が畳れたとしても闘蝕にならない場合もあるという

報告もある1制。これらの報告を総合すると 離乳につ

いては，早期からの専門的なサポー トの必要性があるこ

とを示暁していると思われる。

我々小児曲科医としては，母親が子どもにとって且い

ものであると椙じて授乳を続けた結果，師蝕になってし
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まったという砂盟は回避したい.そのためには.保護者

に母乳や咽乳瓶の悶蝕に閉するリスクをわかりやすく説

明した上で，本乳の必要性について抵抗感なく受容して

もらわなければならない。そこで，我々小児由科医に求

められているのは，担子町生活全体や心理などを十分に

考思した上で，童手札の支担や副蝕予防ができる専門家で

あることだと思われる。

以上，疾病の早問岳且や生活指阜の必要性などから詑

合的に判断すると，悶蝕予防のためには.1拡6か月世

世以前に.曲科を畳R参することが有効であることが示唆

された。

3.保富者自由科相睦町内宮について

大臣4児問科臨床専門医舎の忠者の相政内容の調査報
告川』こよると，相続内容と相按者の求めているものは，

①呈監の必聾性に閲するもの.(i現症の対処方住の問

問，③現在の拍似にl刻する障問.0一般的な質問(1l¥世
指事の助曹を求めるもの).⑤どこに相酷したらよいの

か，となっている。また，海軍ら“は.保謹者の由軒医

療に対する主たる聞心は，不正攻合や闘触といった疾忠

の病理や治時内容についてであり.術科医院は何か自分

が問題を感じたときに行くと盟践していると指摘してい

る。

翻って本研究の結果をみても 1，担I~を持つ保聾者の

子どもの口腔に関する関心事は.r曲みがき」に恒って
いる傾向があった.

以上を総合して考えると.，)、児tU科が定期1憧酵を土台
として年齢や成長尭遣に合わせた憧"づ〈りを行ってい

くものであるという認臨が広まっていないと考えられ

る。したがって，小児f歯科としては，このdぎをもっと広

〈アピールL.国民の意種改革を行っていく必要がある

と恩われる。

4 歯科世酔を契機に定期健器に移行した小児について

本研究の対車者の保聾者には.r自分の子どもの醐蝕
の治療をして欲しい」といったような明確な来院動慢は

なかった.しかLながら，歯科健診を畳けた小児のう

ち，43.0%が健i曹を担慢に定期健酵を畳診するように

なった。これは，著者らが健詰と筒斜相肢の際に，常に

相手を受容し，共感的な立場に立った上で，小児歯科の

重要性を伝えるように尽力してきた給処であると考えら

れる。また，慌腹者に対L.指理的立織に立って宜且を
述べることよりも.毘草者自ら小1M!科の重要性に荒づ

いてもらうように心がけていることもその理由の一つで

あると控罰する。

以上より.曲科医師側のアプローチの仕方により，保

理者が自分の子どもに剖蝕ゃう託がかりなことがなくて

也。定期的に自分の子どもを由科に受診させるようにな

ることが示された。また，自分の子どもに定期的に世I朴

を受酵させることに吋 F る i : ~在的なニーズを持っている

保護者が多いことを意味すると思われる。

本研究の結果を金てを主合すると，著者らが行ってきた

1車児の曲科控障と歯持者1設を行ヲ活動は， 小児の口腔
の陸峨づ〈りだけでな<.小I~m科の普及にも貢献でき

る有効な方法であることが示唆された。また，小児問符

医であるからこそできる子育て主扱であり，その社会的

立義は大きいと思われる。

結 1告

特別な動担がな〈百f将健骨を畳けた 1揖児 1.529人に

ついて，世世結果と世話時の保鰻者の似器内容について

調査を行った結果，以下の結論を111た。

1 萌m曲位は l揖oか月では，平均7.57.ド.1置6か
月では平均 日8本であった。

2 全対象者のうち鼠蝕に畢思していた小児は 3.4%で

あった。また.1産0か月-1理5か月までの3.2%，

1車6か月、1蹴 11か月までの 10.7%の小児が闘触

に抵思していた。

3 酷蝕に冊忠した小児のうち，田5%が卒乳していな

かった.また，61.8%に就桜前または夜間の母乳の間

取， 29.1%に晴乳置による就寝前または在聞の政再の

摂取の習慣があった。

4. 1歳出を持つ保瞳者への「何か坑がかりなことはあ

りますかJという質問に対L.liJ:も多かった回答は
「筒みがきを緩がるjであり。以下聞に「由ならひ1
「曲みがきの方法jであった。

5.曲蝕拍動匝などの特別な動慣がなくても成時の曲

科健詰を担慣に定期的に小児is科を畳設するようにな

る小児が多〈存在することが判明した。

本~文の嬰旨のー部は第"回日本'1、児歯糾学会大

会(平成 19年71J19，2O日.東京}にj;いて発表し

た.
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The Investigation on Oral Condition of l -year-old Infants and the Contents 

of Dental Consultation with Their Parents at the Time of Oral Examination 

Yasutaka Kaihara, Noriko Kadomoto, Ayako Banshoudani·, Chieko Mitsuhata· 

Kaori Saiga·, Junji Suzuki· and Kat.~uyuki Kozai· 

Department of Pediatric DemisIT)" Hiroshima Unil'efsiry Hospital 

(Director: Prof Kauuyuki Komi, 
·Department of Pediatric Dentistry Hiroshima Unil'ersilY Graduate School of Biomedical Sciences 

(Director: Prof Karsllyuki Komi) 

The results of dental e:..aminations and the coments of consultation with parents or guardians at the 

time of examination were compiled for 1.529 I-year-old infants without having any particular motiva­

tion who received dental examinations. The resuils of this study were as follows: 

I. The mean number of erupted teeth in infants aged I year and 0 months was 7.5. 

2. Dental caries affected 3.2% of the infants aged I year and 0 to 5 months and 10.5% of the infants 

aged 1 year and 6 to II months. 

3. Among the infants afflicted wi th caries, 85.7% had not been weaned. 61.8% were generally breast 

fed before going to bed or during the night. and 29.1% were bottle-fed before going to bed or during 

the night. 

4. When parents with l-year-()Id infants were asked if they felt anxious about thei r children's oral 

health, the most common response was "aversion to teeth-bruShing", followed by "teeth alignment" 

and "methods of brushing their children's teeth". 

5. Of the infants who received dental examinations at age 1,43.0% continued to receive regular pedi­

atric dental care. Among those infants who become regular patients. only 4.4% were afflicted with 

caries in examinations at age 1. Moreover, 44.4% of the parents of infants who came to receive regu­

lar care had answered at the dental examination that they had "no panicular anxieties". Thus it was 

cleaf that even without caries or a particular motivation, there are many infants who come to receive 

regular pediatric dental care due to the approach of the dentist. 

Key words: One-year-()Id infants, Caries, The end of weaning, Dental consultat ion 


